
3びきは、きょうも　かくれんぼを　して　あそぶようです。

おには　アルノー。

ラッタと　チモは、かくれる　ばしょを　さがしに

ぴょんぴょん　とんで　いきました。

「もう　いいかい？」

「まあだだよー」
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「いい　ばしょが　あったぞ」

ラッタが　きの　うろに　かくれようと　

のぞきこむと、

ふとった　あまがえるの　おじさんが　

ぐーぐー　ねて　いました。

おじさんの　からだは、なぜか　くろっぽく　

なって　います。

ラッタは　ふしぎに　おもいましたが、

おじさんを　おこさないように

しのびあしで　ちかくの　くぼみに　

かくれました。　
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「わあ、きれいな　おはな！　ここに　かくれようかな」

チモが　はなに　のぼると、かまきりが　じろり。

「きゃっ！」

チモは　おどろいて、とびおりて　しまいました。

すると、すぐ　そこに　アルノーが。

「みーつけた！」
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「ラッタは　どこに　

かくれてるのかなあ？」

アルノーが　どれだけ　さがしても　

みつかりません。

チモも　しんぱいに　なって　きました。

「おーい　ラッタ、どこに　いるの？」
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